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第 1節 行 動 問題 の現 状 と課 題
文部科学省 は、2012年12月に 「通常の学級 に在籍す る発 達障害 の可
能性 の あ る特別 な教育的支援 を必 要 とす る児 童 生徒 に関す る調査結 果 に
ついて」を発 表 した。 この調査 において、「学習面又 は行動 面」で著 しい
困難 を示す児童生徒 の割 合 は 6.5%にのぼ る とされ 、あ らた めて通常学級
に在籍す る特別 な支援 を要す る児 童生徒へ の関心が高 ま つてい る。10年
前 の 2002年に行 われ た 同調 査 と比較す る と、と りわ け行動 面 に困難 が あ
る と思 われ る児 童 生徒 の割 合 の変化 が大 き く、2002年の調 査 にお いて
2.9%であ つたの に対 し 2012年は 3.6%と増加傾 向であ る こ とが明 らか
になった。
学校種 で結 果 を比較す る と、「不注意」又 は 「多動性―衝 動性 」 の 問題
を著 しく示す児童生徒 の割合 が小学校 では 3.5%、中学校 では 2.5%であ
り、また、「対人 関係や こだわ り等」の問題 を著 しく示す児 童生徒 の割合
について も小 学校 では 1.3%、中学校 では 0。9%であ り、中学校 に比べ て
小学校段 階 で あ る児童 に行 動面 の困難 さがみ られ るケー スが多 い こ とが
示 され た。 さ らに、文部科学省 か ら2016年10月に発表 され た 「児童生
徒 の問題行動等生徒指導上 の諸 問題 に関す る調査 (速報値 )」 では、小学
校 にお ける暴力行為 が昨年度 を上 回 る数値 が示 され るな ど、小学校 段 階
の児童 にお いて行 動 面 に著 しい困難 が あ る児童 が以前 に増 してみ られ る
よ うになつた。
児童 生徒 の行動 上の問題 につ いては、問題 とな る行動 を どの よ うに捉
えるか に よつて、「問題行動 」や 「行動 問題 」 と区別 され て捉 える こ とが
で きる。「問題 行動」と「行動 問題 」の捉 え方 の違 いについて、藤原 (1995)
は、「問題 行動 では行動 それ 自体 の問題性 が強調 され るが、行動 問題 では
行動そ の ものや 、行動 を示す対象者 が問題 ではな く、行動 を引 き起 こ し
維 持 され てい る支援 環境 の あ り方 が問題 とされ てい る」 と述 べて い る。
また、森(2016)は「問題 行動 の問題 はその行動 そ の もの と してい る。行
動 問題 の問題 はその行動 を起 こ してい る本 人 にあるのでな く、そ の行動
とその人 を取 り巻 く社会 的環境 とその相互作用 の中に存在 す るこ と」 と
述べ てい る。 本研 究 にお いては実際 に小学校 で起 きる行動 上 の問題 と教
員 の意識 の関係性 とい う、本人 の行動 上 の問題 のみ に焦点化せず 、教員
の意識 が児 童 生徒 の行 動 に影響 を与 えるのではないか 、 との仮説 の下 に
本人 の行動 上 の問題 とは別 の視 点 を含 めて検討 してい くた め、社 会 的環
境 との相互 作用 の 中にあ る 「行 動 問題 」 の立場 で研 究 を進 めてい くこ と
とす る。
児童生徒 の行動 上 の問題 の実態 につ いて、平澤 ら (2006a)は小学校 の
通 常学級 の学級担任 を対象 に、通 常学級 で生起 してい る行 動 上 の問題 の
特徴 を報告 してい る。その結果 、「不適切 な会話」「取 り組 まない」「かか
わ り」「勝 手 な行 動 」「興奮」「立 ち歩 き」「暴力 」「指示理解 」「落 ち着 か
ない」「こだわ り」「行 動 が遅れ る」「整理整頓」「無気力」「登校 」 の 14
項 目が抽 出 され た。 また平澤 ら (2008)は、 これ らの行動 問題 の生起 と
支援 内容や活 動場 面 の環境特徴 な どの関係 につ いて検討す る こ とが必 要
であ る と述べ てい る。
行動問題 と社会 的環境 の相互作用 に関 して、平澤 ら (2006b)は、小学
校 通常学級 に在籍す る軽度発 達障害児 が学校 現場 と適合 した支援 環境 を
構 築す るた めの条件 を検討 した。 その結果 、対象児 の行 動 に望 ま しい変
化 が見 られ た こ とを報告 してお り、児童 生徒 を取 り巻 く支援環境 の変化
に よ り、そ の児童 生徒 の行動 問題 も相 互作用 的 に変化 す る こ とが示 され
た。 この こ とか ら、行 動 問題 を示す子 どもへ の支援 方 法 につ いて は、対
象 とな る行 動 を取 り除 くまたは生起 を減 らす こ とが最優先課題 とされ て
きた (小笠原 ,2015)。
また、小笠原 (2008)は、叱責や 注意 ◆制止 な ど、行動 問題 が あ る
児童生徒 に とつて嫌悪 とな る刺激 を呈示す るこ とに よって、行動 を減 ら
す といつた対応 では、根本 的な解 決 にはな らない と し、む しろ行 動 問題
を起 こ さざるを得 ない よ うな環境 を構 築 し、様 々な行 動 問題 が生 じる契
機 にな りかね ない と指摘 してい る。児童 生徒 が示す 問題 行 動 の出現 率状
況 は、環境 に よつて左右 され るケースが報告 され る よ うにな り、行 動 問
題 を強 引に嫌悪刺激 に よって静止 す るのではな く、行 動 問題 が起 きてい
る原 因 を支援 環境 に据 え、環境 を見直 し、行動 問題 が起 こ りに くい環境
に再構築す る とい つた視点が重要 とな る (小笠原 、2015)。
第 2節 教 員 の意 識 に つ い て
行動 問題 の あ る児 童 生徒 を と りま く支援 環境 の うち、担任 の教員 がそ
の子 どもに及 ぼす影 響 は大 きい。 また、教員 に よつて行動 問題 の理解 や
そ の支援 内容 、活 動場 面 の環境等 に 当然 なが ら差 が生 じる と考 え られ 、
行動 問題 に対す る教員 の意識 が児童 生徒 の行動 問題 の生起 に影 響 す るも
の と考 え られ る。 以 下、社 会的 な事象 、物理 的 な事象 、教員 の行 動 とい
つた支援環境 に関す るこ とを総称 して教員 の意識 とす る。
竹村 0別府 。宮本 (2004)は通 常学級 の教員 を対象 と して、問題行 動
を激 しくす る要因 に関す る意識調 査 を行 つてい る。 問題 行動 を大 き くす
る要因 として「家庭 での しつ けが十分 でないため」等 の 12項目を含 む「家
庭 環境 因子」、「教員 自身 にゆ と りが ないた め」等 の 8項目を含 む 「教育
条件 因子」。「教員 が学習 面や行動 面で困難 を問題 視 して い るた め」等 を
含 む 「教員力 量因子」 の 3因子 を挙 げてい る。 しか し、実際 に生起 して
い る行動 を対象 と した調 査 ではないた め、 あ くまで教員 の経験 か らくる
主観 に よる ところが大 きい。
知的特別 支援学校 で知 的障害児 に実際 に生起 してい る行 動 問題 の実態
と教員 の意識 の関係性 を調査 した研 究 と して、小笠原 ら (2015)の研 究
が あ る。 そ の結果 、生起 してい る行動 問題 の実態 にお いて、多動 あ るい
は行動 の停 止 とパ ニ ックや不安定 な行動 の項 目にお け る得 点が高か つた。
また、行動 問題 の生起 には、年齢 と障害種 に連 関が認 め られ た。さ らに、
教員 の意識 に関す る 22項目に行動 問題 の生起 との相 関が認 め られ 、行動
問題 に対 して、子 どもの行動 問題 の原 因がわか つてい る場合 に正 の相 関
が注意等 の直接 的対応 には負 の相 関が見 られ た。 そ して、授 業 中や休 み
時 間にお ける配慮や教員 の工夫 に関す る 9項目、及 び、騒音や広 さとい
つた教室環境 と行動 問題 の生起 に正 の相 関が認 め られ た。「子 どもが座 っ
て授業 を受 け るこ とが 当た り前 であ る」「行動 問題 は年齢 が進 む と自然 に
な くな る」 とい う教員 の意識 と行動 問題 には負 の相 関が示 され た。 一方
で 「自傷行 動 を した子 どもに他 の活動 を提供 してい る」 とい う回答 は正
の相 関が示 され た こ とを報 告 してい る。 これ らの結果 か ら、知的障害特
別 支援学校 で は、行 動 問題 と教員 の意識 に関係 性 が あ る こ とが明 らか と
な った。
また、 この よ うな知見 は小学校 通 常学級 に も同 じよ うな関係 性 が考 え
られ る。 平澤 ら (2006)の研 究 課題 として も、小学校 通 常学級 で生起
してい る行 動 問題 と環境 との関係 性 を検討 してい くこ とを指摘 して い る
こ とか ら、小 学校 通 常学級 の行動 問題 の生起 と教員 の意識 の関係性 を検
討 し明 らか に してい くことは重要 だ と考 える。
第 3節 本 研 究 の 目的
先 に述べ た行 動 問題 の生起 と関連す る環境 には、用 い る こ とので きる
資源や人 の在 不在 な どの社 会 的事象 、広 さや騒音 な どの刺激 事象 、支援
者 の指示 の出 し方や 対応 とい つた支援者 の行動 な ど様 々な要素 が含 まれ
る。 また、 当然 、 これ らの環境 を どの よ うに整 えて い くのか とい った こ
とは教員 が もつ教 育観や知識 とい つた こ とに左右 され る。
そ こで、本研 究 で は、小 学校 通 常学級 の教員 を対象 と し、行 動 問題 に
関 して、①小 学校 通 常学級 に在籍 す る児 童 の行動 問題 の生起 に関す る実
態 、②行動 問題 の生起 と関連す る社会 的 な事象 、物理 的 な事象 、教員 の
行動 といつた環境 に関連す る教員 の意識 の調査 を行 い、③ 小学校 通 常学
級 の行動 問題 の生起 と教員 の意識 につ いての関係 性 を明 らか にす る こ と




第 1節 目的 と方 法
1.目的
小学校通 常学級 の行動 問題 の生起 の実態 を明 らかにす る とともに、「行
動 問題 の生起 」 と 「教員 の意識 」 ついての関係 性 を明 らか にす る ことを
目的 とす る。
2.調査対象
調査対象 は、X県内の小学校 10校の通常学級 の学級担任 205名である。
3.調査方法
X県内の小 学校 10校協力 の もと、管理職 を通 して質 問紙 を通常学級 の
担任 に配布 。回収 を行 つた。
4.調査期 間
調査期 間 は、2016年7月上旬か ら 8月下旬 である。
5。 手続 き
(1)質問紙 の作成
行動 問題 の生起 と教員 の意識 の関係性 につ いての質 問紙 の検討す るた
めに質 問項 目を選定 した。質 問紙 の作成 に際 して、心理学 を専攻 とす る
大学教員 1名と特別支援 教育 を専攻 してい る大学院生 9名か ら助言 を得
た。 その後 、小学校通常学級担任 5名同席 の も と質 問項 目を通常学級 に
合 うよ う精査 した上 で作成 し、依頼先 の小学校 の管理職 に質 問紙 を確認
して も らい、再度作成 した。
(2)質問項 目
質問紙 は① 担任 の基本 属性②行 動 問題 の生起 に関す る項 目③ 教員 の意
識 に関す る項 目の 3つで構成 され てい る。
①担任 の基本属性 (回答者 の年齢 。性別・ 担 当学年 。経 験年数 。所有
免許 。発達障害の診断の有無 )
回答者 の性別 、年齢 は あてはま る項 目を記入 して も らった。 年齢 につ
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いては、「20代 ・ 30代 。 40代 ・ 50代 ・ 60代」 と しあては ま る項 目に記
入 して も らつた。 担 当学年 、経験年数 は記述 で記入 を求 めた。
所 有免許 につ いて は、小 学校 の免許・ 特別 支援 学校 の免 許。 その他 の
免 許 につ い て尋ね た。 小学校 の免 許 は 「専修 。1種02種・ 無」 の項 目
を設 け、あて はま る項 目に記入 して も らつた。 特別 支援学校 の免許 につ
いては 「知的障害者 に関す る教育 の領域 」「肢体不 自由に関す る教育 の領
域」「病弱者 (身体虚 弱 を含 む)に関す る教育 の領域 」「聴 覚 障害者 に関
す る教育の領域」「視 覚障害者 に関す る教育の領域」の 5つの領域 の項 目
を設 け、それ ぞれ の項 目につ いて 「専修 。1種・ 2種。無 」 を答 えて も
らつた。 そ の他 の免 許 につ いては、 中高 の免 許 のみ と して記述 で回答 を
求 めた。
回答者 が担任 を してい る学級 の児童 の うち、発達 障害 の診 断 がお りて
い るか、お りていないか につ いては 「自閉症 スペ ク トラム障害 (ASD)」
「注意欠 陥・ 多動性 障害 (ADHD)」「学 習障害 (LD)」の 3つの障害種
につ いて 「有・無・ わか らない」 の 3つの項 目を設 け該 当す る項 目に記
入 を して も らつた。その際 に、「有」 と回答 した人 につ いては、学級 の内
の 3つの障害種 の人数 の記入 を求 めた。
また障害 が重複 してい る場合 には、そ の他 の枠 を設 け、重複 してい る
障害種 と人数 を記入 して も らった。
②行動 問題 の生起 に関す る質問紙 (14項目)を平澤 ら (2006a)を参
考 に一部修 正 し一人 の児 童 に絞 らず 、学級全体 の子 どもの行動 の様 子 に
ついて問い、「ない」「月 1・2回あ る」「週 102回あ る」「ほぼ毎 日あ る」
の 4件法で作成 した。
③教員 の意識 に関す る質 問紙 を小笠原 ら (2015)の108項目を参考 に
一部修正 して作成 した。 また、教員 の 「認識 ・環境 」 の項 目を 「あては
まる」「やや あてはま る」「どち らで もない」「あま りあてはま らない」「あ
てはま らない」の 5件法で作成 し「対応」の項 目は 「あてはま る」「やや
あてはまる」「どち らで もない」「あま りあてはま らない」「あてはま らな
い」「その よ うな行動 問題 起 こ らない」 の 6件法 で作成 した。
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6。 分析 方 法
(1)行動 問題 の生起 に関す る質 問紙
行 動 問題 の 生 起 に 関す る質 問紙 に つ い て は項 目の 回 答 ご とに 「な い」
「月 102回あ る」を 0点、「週 に 1・2回あ る」を 1点、「ほ ぼ毎 日あ る」
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2-13気分がのらないと返事ができないことや、ヤル気がなく、投げやりな態度をとるなど無気力に関する行動がありますか。 1 ない2月1・2回ある 週1・2回ある まぼ毎日ある
2-14左右を見ずに道路を飛び出すや朝になると不安定な気持ちがあるなど登校に関する行動がありますか。 1 ない2月1・2回ある 週1・2回ある チぼ毎日ある
(2)教員 の意識 に関す る質問紙
回収 され た教員 の意識 に関す る質問紙 の うち 「対応 」 の項 目は 6件法
で調査 したが、その うち回答番 号 6の「その よ うな行 動 は起 こ らない」
と回答 した人 を除 いた回答 を分析 対象 と し、教員 の意識 に関す る質 問紙
に対 して因子分析 (主成 分分析 Varimax回転)によ り因子 を抽 出 し、
各因子 の α係 数 を算 出 し、その信頼性 を確認す ることと した。
その後 、抽 出 され た共通 因子 につ いて、行動問題 の生起 を教員 の意識
の関係性 を調 べ るた めに重 回帰分析 を行 うことと した。
なお、調 査結果 の分析 には統計 ソフ トSPSS Statisttcs22を用 いた。
第 2節 結 果 と考 察
1.回収 率
X県内 にあ る 10校の小学校 通常学級の担任 205名を対象 と し、回収数
は 196名(95.6%)であつた。 回収 され た質問紙 の うち 【4】 の質 問で
回答番 号 6の「その よ うな行 動 は起 こ らない」 と回答 した人 を除 いて回
答 は 129名(65.8%)を分析 対象 とした。分析対象者 は Table 2に示す。
丁able 2回収 状 況 及 び有 効 回 答 数
人 (%)







小学校 通常学 級 196(95.6)129(658)
2.基本 属性
(1)回答者 の年齢
回答者 の年齢 は 50代(50歳～59歳)が33.6%と最 も多 く、次 いで 4
0代 (40歳～49歳まで)が29.7%、30代(30歳～39歳)が17.2%、
20代(22歳～29歳)が15.6%、60代(60歳～65歳)が3.9%、不 明
























回答者 の経験年数 は 20～29年目が 36人(27.9%)で僅 差 ではあるが
最 も多 く、 次 いで 30～39年目が 35人 (27.1%)、 1～9年口が 29人
(22.5%)、10～19年目が 23人(17.8%)、不 明が 6人(4.7%)であつ





(3)回答者 が担任 してい る学年
回答者 が担任 して い る学年 は第 1学年 が 24人
次いで、第 4学年 が 22人(17.6%)、第 2学年 。
3つの学年が 21人(16。8%)、第 3学年 が 16人






不 明 が 4人
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回答者 の免許 は、小学校 の免許 は 100%であつた。中高 の免許 は 75,8%
で あった。 また 、特別支援 教育 の領域 の免許 は知 的障害者 に関す る教育
の領域 は 10.2%、肢体不 自由に関す る教育 の領 域・病 弱者 (身体虚 弱者
を含む)に関す る教育 の領域 は ともに 3.1%、聴 覚 障害者 に関す る教育の
領域・視 覚障害者 に関す る教 育 の領 域 は ともに 0%であつた。 そ の結果
を Fig。4に示す 。 また 中高の免許 の詳細 を Table3に示す。
‐
―
  ― ―  ― ― 鏃
触体不自癬    餞鵜 韓驚難書   視鷲舞書
Fヒ.4回警者が議札 ている免許 Nな■29












































わか らないかについて間 うた。その結果、「障害有 り」の回答は ADHD
が 27人(21.1%)で最 も多 く、次いでASDが19人(14.8%)、LDが7
人 (5.5%)であつた。「障害な し」の回答はASDが99人(77.2%)、ADHD
が 89人(69.5%)、LDが107人(83.6%)であつた。わか らないは、
ASDが11人 (8.6%)、ADHDが12人 (9.4%)、 LD力｀19人 (10。9%)
であつた。 不明は、ASDが0人 (0%)、ADHDが1人 (0.8%)、LDが
1人 (0.8%)であつた。その結果を Fig。5に示す。
100 1

















行動 問題 の生起 に関す る 14の質 問項 目の回答 について、
配 し、(Table l)行動 問題 の生起項 目ごとに合計得 点 を算 出


























2-5      2-6   .
????????
??
I                 Fヒ.6得点511の行動闇題の人数 N=129
合計得 点の最 も高 い点数 を示 した項 目は 2-12の「身 の回 りの整理整頓
がで きず持 ち物 が散 乱す る こ とや 忘れ物 が多 い な ど、整理 整頓 が上手 く
で きないな どに関す る行動 が あ りますか。」で、次 いで 2-1の「大 きな声
で独 り言 を言 うことや 自分 が言 いたい こ とを状 況 に関係 な く話 す な ど不
適切 な会 話 に関す る行 動 はあ りますか。」、2-3の「仲 間 との トラブル が
多 い こ とや相 手 の気 持 ちを理解 しに くい な ど、 かかわ りが上手 くいか な
いな どに関す る行動 は あ りますか。」、2-9の「気 が散 りや す く、集 中で
きない こ とや 瞬 間の思 いで行動 して しま うな ど落 ち着 か な さに関す る行
動 があ ります か。」、2-11の「何 をす るの に も時 間がかか る こ とや 時間内
に作業がで きず 大幅 に遅れ るな ど、行動 が遅れ るに関す る行動 が あ りま
す か。」、であつた。 一方 、合 計の点数が 60点以 下の質 問 と して、順 に、
2-5の「気 に入 らない と大声 で泣 きわめ くことや 、思 い通 りに な らない
とかん しゃ くを起 こす な ど興 奮 に関す る行動が あ ります か」2-6の「着
席せず 、机 の下 に も ぐるこ とや授 業 中に教室 を飛 び 出す な ど立 ち歩 きに
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関す る行 動が あ ります か。」、2-7の「イ ライ ラす る と机 を叩いた り、壁
を蹴 った りす る ことや 思 い ど うりに行か ない と手 足が で るな ど暴 力 に関
す る行動 があ ります か。」、2-14の「左右 を見ず に道路 を飛 び 出すや朝 に
な る と不安定 な気持 ちが あ るな ど登校 に関す る行 動 が あ ります か。」であ
つた。
(2)学年群別 の結果
学年 を低学年 。中学年 。高学年 と2学年ずつ の 3つの学年群 に分 け、




































2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6 2-7 2-8 2-9 2-102-112-122-132-14
Fig。7 行動問題の学年別平均得点 質問項目番号
その結果 、「2-2興味 、関心 のない ことには取 り組 まない こ とや 、授業
中ず つ と他 の こ とを してい るな ど学習 に取 り組 ま ない な どの行動 はあ り
ますか。」、「2-3仲間 との トラブル が多いや相手 の気持 ちを理解 しに くい
な ど、かかわ りが上手 くいか ないな どに関す る行 動 はあ ります か。」、「2-
4わざと 目立つ行動 をす る こ とや規則 を守 らず 、 自分勝 手 な ど勝 手 な行
動 に関す る行動 があ ります か。」、「2-9気が散 りや す く、集 中で きない こ
とや瞬間 の思 いで行 動 して しま うな ど落 ち着か な さに関す る行動 があ り
ますか。」、「2-11何をす るの にも時間がかか る こ とや 時間内 に作業がで
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きず大幅 に遅れ るな ど、行動 が遅れ るに関す る行動 が あ ります か。」、「2-
12身の回 りの整 理整頓 がで きず持 ち物 が散乱す るこ とや 忘れ物 が多 いな
ど、整理整頓 が上手 くで きないな どに関す る行動 が あ ります か。」、「2-13
気 分がの らな い と返事 がで きない こ とや 、ヤル気 が な く、投 げや りな態
度 を とるな ど無気力 に関す る行動 があ ります か。」の 7間を除いて、低学
年 か ら高学年 にな るにつれ て得点 が下が つてい く結果 とな つた。質 問 2-
3、 2-4、2-9、2-H、2-12、2-13は中学年 の点数 が最 も高 く、高学年 に
な る と点数 が低 くな る傾 向が示 され た。 また、2-2に関 しては、高学年
よ りも低学年 の点数 が低 い結果 となつた。
(3)考察
本調査 にお いて は、小学校 通常学級 に在籍す る子 どもの行 動問題 につ
いて 14項目の質 問紙 を用いて、行動 問題 の生起 の実態 につ いて調査 を行
つた。行動 問題 の生起項 目にお いて規 定の得 点 を配 し、それ ぞれ の合 計
得 点 と平均得 点 を算 出 した結果 、合計得 点 にお いて整 理整頓 に関す る項
目、不適切 な会話 に関す る項 目、かかわ りに関す る項 目、落 ち着 きが な
い に関す る項 目、行 動が遅れ るに関す る項 目な どの得 点 が高 い結果 とな
つた。 また、興奮 に関す る項 目、立 ち歩 きに関す る項 目、暴力 に関す る
項 目、登校 に関す る項 目が得点の低 い結果 となつた。
得点が上位 の項 目の うち、整理整頓 に関す る質 問項 目につ いては、教
科 書、 ノー ト、プ リン ト、筆記用 具 な ど学習 が成 立す るために必 要 な道
具や条件 が整 わない ことに よつて 、授 業 をす る上 で支 障 にな るこ とが考
え られ る。 そ の こ とか ら教員 は最 も気 に してい るこ とが考 え られ る。 そ
の他 の上位 項 目と しては学級集 団 で活動す るこ との多 い通 常学級 にお い
ては、担任 は、不適切 な会話や 落 ち着 きが ない な ど集 団活動や対人 関係
を阻害す る行動 を問題 と してい る ことが うかが える。 しか も、立 ち歩 き
等 の授 業逸脱や 暴 力等 の危 険 な行 動 よ りも整理整頓 に関す る項 目や行 動
が遅れ るに関す る項 目、落 ち着 きがないに関す る項 目、不適切 な会話 に
関す る項 目な どが上位 に挙 げ られ た こ とには、まず 、 は じめに学習 が成
立す る条件 が整 わない こ とや 、小 学校 の授 業形態 か ら話 し合 い活動や 作
業学習が多 いた め、平素 の学習 の妨 げにな るこ とを教員 は最 も行動 問題
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と して捉 えて い る こ とが特 徴 的 な様 相 を呈 して い る。
これ は 、小 学校 通 常 学 級 の軽 度 発 達 障 害児 を対 象 に調 査 を行 つた平 澤
ら (2006a)の結 果 とは異 な る結 果 とな つた。 この こ とか ら、小 学校 通 常
学 級 に在 籍 す る軽 度 発 達 障 害児 の行 動 問題 と小 学校 通 常 学 級 に在 籍 して
い る全 て の子 ども とで は教 員 が気 に して い る行 動 問題 の生 起 に は異 な る
こ とが わか った が 、今 後 検 討 して い く必 要 が あ る。
また本 調 査 で は 、14項目中 7項目がお お む ね学年 が 上 が るにつれ て得
点 が低 くな つ た こ とか ら、 そ の行 動 の頻 度 が低 くな る傾 向 が示 唆 され 、
小 笠原 ・ 守屋 (2005)の知 的 障 害児 童 。生 徒 を対 象 と した調 査 と一致 し
た。また 、14項目中 6項目にお い て は 、低 学年 よ り中学年 の得 点 が 高 く、
高 学年 が最 も低 い点数 を示 して い る。平澤 ら (2006a)によ る と、中学年
で は教 科 や 活 動 内容 が複 雑 化 す る時期 で あ るた め に生 起 す る行 動 問題 が
多 くな る傾 向 にな る と考 え られ る。
しか し、小 笠原 ら (2005)の指 摘 す る よ うに相 対 的 な人数 にお い て示
され た結 果 で あ り、 こ う した行 動 を示 す 個 人 が年 齢 経 過 と ともにそ の頻
度 。程 度 が緩 和 され る とい うこ とを必 ず しも示 さな い。 今 後 さ らな る検




教員 の意識 に関す る質 問紙 の うち、各項 目にお いて、「あて はま る」あ
るいは 「あて はま らない」 と回答 した教員 の割合 を Table 4に示 した。
なお、 この回答 の処理 については、小笠原 ら (2015)を参考 に行 つた。
「あてはま る」 と回答 した教員 の割合で、7割以上 であった項 目は 「3-5
少 しで も子 どもや家庭 の役 に立 ちたい と思 う」、「3-21子どもがで きない
こ とがで きるよ うにな つた ときは とて も嬉 しい」、「4-6他の子 どもに叩
いた り蹴 つた りを した子 どもは必ず止 めて い る」、「4-10子どもが物 を投
げ るな ど、壊 そ うとす る行為 は必ず止 めて いる」で あつた。一方 、「あて
はま らない」 と回答 した教員 の割合 7割以 上 であった項 目は、「3-52声











卜 7 燐の教室や外からの音や声が聞こえやすじ 233
3-8 教室が広すぎる.または狭すぎる 217


















































































教員 の意識 に関す る質 問項 目につ いては、「やや あて は ま る」「どち ら
で もない」「あま りあてはま らない」の選択肢 を除いて 「あてはま る」あ
るいは 「あて はま らない」 と明確 な回答 した割合 が高 か つた項 目は、行
動 へ の対応 に関す る もの と教員 の教育観 に関す る もの であ った。 これ ら
の項 目の 中には、高 い割合 の項 目と回答 の割合 が低 い また は 0%のもの
あ つた。 また 、「あて はま る」「あてははま らない」 の どち らか に回答者
の いない項 目と して、教 室環境 に関す る項 目や授 業構成 に関す る項 目で
あった。
行動へ の対応 に関す る項 目で は、叩いた り蹴 つた りす る他 害 につ いて
は注意 した り、止 めた りす る割合 が高か つた。 また物壊 しにつ いて は必
ず止 め るの と回答 が多か つた。「行動 問題 には コ ミュニ ケー シ ョンの意図
が含 まれ て い るこ ともあ る と思 う」 に、あてはま らな い と回答 した教員
は少 なかつたが、「行動 問題 の代 わ りとな るよ うな適切 な行動 を教 えてい
る」 と回答 した割合 は低 か つた。 子 どもの示す行 動 の型 に よつて対応 は
異 な るが、そ の行動 に意 図 が あ る こ とは知 っていて も、そ うした意 図 に
対応 した適切 な行動 を教 え るの に至 らず 、止 めた り注意 を した りといつ
た対処的な対応 に終始 してい る こ とが多い と推測 で き る。
教育観 に関 して は、「少 しで も子 どもや 家庭 の役 に立 ちた い と思 う」、
「子 どもが大好 きで あ る」、「子 どもがで きない こ とが で き るよ うになつ
た ときは とて も嬉 しい」、とい つた、回答 が約 半数 の割 合 を示 した。また、
「子 どもの好 きな こ とを知 ろ うと努 めてい る」、「子 どもの得意 な こ とを
知 ろ うと努 めてい る」「朝 の うちに連絡帳 目を通 してい る」「子 どもの苦
手 な こ とを知 ろ うと努 めてい る」 とい つた回答 の割 合 が高 い ことか ら、
子 どもの情報 を積極 的 に知 ろ うと し、指導、支援や 配慮 に努 め よ うとす
る教員像 が浮 かび上 が った。 これ らの結果 は小笠原 ら (2015)の特別支
援 学校 の教員 を対象 と した調査 と一致 してい るた め、小学校 と特別 支援
学校 の教員 は どち らも教育観 につ いては、同 じ意識 を もつてい る こ とが
考 え られ る。
また教 室環境 に関す る項 目で は 、回答 に一貫性 は見 られ なか ったが 、
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「教室の配 置 はいつ も決 まつてい る」「絵 カー ドや 写真 な ど、視覚 的 に情
報 を呈示 して い る」 につ いては、 あてはま らない と回答 した人 はいなか
った。 この こ とか ら、ユニバ ーサルデザイ ンの視 点 を もつて子 どもた ち
にわか りやす く呈示 した り、場所 を決 めた りす るこ とで子 どもた ちの教
室環境 を整 え よ うす る教員 の意識 が うかが える。
授 業 に関す る項 目につ いて は 「子 どもが理解 して い るか常 に気 に しな
が ら授業 を進 めてい る」の項 目に高い割合 が示 され た。一方 、「絵 カー ド
や 写真 な ど、視 覚 的 に情報 を呈示 してい る」 の項 目は あて はま る と回答
した割合 は低 く、「教材 を作 る時間が十分で ある」とい う項 目において は、
あてはま らない と回答 した割合 が 高か つた。 これ は、教員 が子 どもの様
子 を見なが ら、授 業 を進 めて子 どもに理解 出来 るよ うに してい る こ とが
い えるが、そ の手 立 て とな る視 覚 的な教材や教 具 を作成 す る時 間が少 な
い こ とか ら、小 学校 通常学級 の担任 は子 どもた めに授 業 を分か りやす く
したいが、教材 作 りな どの時間の確保 が難 しい状況 に あ る と予想 され る。
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5.行動問題 と教員 の意識 の関係 性
(1)結果
①小学校通常学級 の教員 の意識 の因子構造
Table 2で示 した分析対象 に対 し、因子分析 (主成 分分析 Varimax
回転)を行 つた。因子負荷 量が一つの因子 につ いて |.401以上 を示す 46
項 目を選 出 し、そ の結果 3つの因子が抽 出 され た。 結果 を Table 5に示
す。
寄与率が高 い順 に、第 1因子 を構成す る 25項目の下位 項 目をみ る と、
「授 業や 学 習 生活 な ど、児 童 の特 定 の行 動 に関す る記 録 を とつて い る」
「子 どもの 自発 的 な行動 を待 つ こ とがで きる」「他 の子 どもに叩いた り蹴
つた りを した子 どもに他 の活動 を提供 してい る」「行 動 問題 の代 わ りとな
るよ うな適切 な行動 を教 えてい る」な ど 25項目に高い負荷 量 を示 したた
め、“行動理解 因子"と解釈 した。 第 2因子 は、「子 どもの得意 な ことを
知 ろ うと努 めてい る」「子 どもの嫌 いな もの を知 ろ うと努 めて い る」「子
どもの理解 に応 じて、ヒン トを与 えてい る」な ど 13項目に高 い負荷量 を
示 したため “子 ども理解 因子"と解釈 した。第 3因子 は、「教 室内の物 の
配置 はいつ も決 ま つてい る」「教室 に貼 られ た掲示物 が 多 い」「声 が ちい
さす ぎる と言 われ た こ とが ある」な ど 8項目に高い負 荷 量 を示 したため、
“学校環境 因子"と解釈 した。 また、各 因子 は CrOnbach α係 数 を算 出
し、それぞれ 、「行 動理解 因子」 が 0.898、「子 ども理解 因子」が 0.826、
「学校 環境 因子」が 0.63と算 出 され 、その信頼性 (内的一貫性)を確認






























































































0263     04!9
0436     0078
0141      0258
0.367    -0113
H0214    -0058
0038      0196
0020     -0068
0181     -0168
第3因子
0323     0558
0061      036i
0431      0531
0284      0424
-0246      0430
0193      0352
0083      040,
-0004      0308
-0085      0303
0116      0335
-0036      0265
0270      0389
-0053      0341
0183      0.334
-0306      0473
0243      0306
0046      0258
0217      0.342
0324      0298
0217      0347
01:8      0241
0174      0247
-0306      0334
0359      0320
0258      0252
-0017      0563
-009:      0464
-0042     0363
0057      0523
0183      0261
0061      0262
●023    0075
0315      0386
0087      0325
-0212      0254
0263      0378
-0006     0129



























②行動問題 の生起 と教員 の意識 の関係性
因子分析 で抽 出 され た 3因子 46項目につ いて小学校 通常学級 で起 きて
い る行動 問題 と教員 の意識 の関係 性 を明 らか にす るた めに、因子 分析 で
抽 出 され た 46項目の教員 の意識 を従属変数 、行動 問題 の生起 14項目を
独 立変数 と して、重 回帰分析 を行 つた。 その結果 は、表 Table 6のよ う
に示 された。
TaЫe 6小学校通常学級の教員の意識と行動問題の関係性(重回帰分析結果)









































これ らを、因子 ご とに見てい る と、「行 動理解 因子」 では、「授 業 を計
画す る際 に教員 の動線 を考慮 してい る」、「子 どもが理解 してい るか常 に
気 に しなが ら授 業 を進 めてい る」、「休 み時間 に子 どもが楽 しめ る ものが
用意 され てい る」、「子 どもが喜ぶ方法 で褒 めてい る」、「障害 に関す る知
識 は十分 にあ ると思 う」、「子 どもの行動問題 の原 因 はわか つてい る」、「知
能検査や発 達検査 、社会性検査 な どのアセ ス メ ン トのデー タを使 用 して
い る」、「子 どもの 自発 的 な行動 を待 つ こ とがで きる」、「子 どもが常 にス
ケジュール を参照 で きるよ うに視 覚的支援 を行 つてい る」 に有意差 が あ
る と認 め られ た。 次 に、「子 ども理解 因子」 では、「子 どもの好 きな物 を
知 ろ うと努 めてい る」、「子 どもが褒 め る機 会 が多 い」、「気 にな つた こ と
は、保護者 と話 し合 う機 会 が あ る」 に有意差 が ある と認 め られ た。 さら
に、「学校環境 因子」では、「声 が小 さす ぎる と言 われ た こ とがあ る」、「他
者 か ら音声指示 が多 い と言 われ た ことが あ る」 に有意差 が認 め られ た。
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また、Table 7に示す よ うに、行動 問題 の生起 に関す る項 目ご とに重 回
帰分析 で有意 差 が認 め られ た教員 の意識 に関す る項 目の関係性 を見 る と
「大 きな声 で独 り言 を言 うこ とや 自分 が言 いた い こ とを状 況 に関係 な く
話す な ど不適切 な会話 に関す る行動 はあ ります か。」と「障害 に関す る知
識 は十分 にあ る と思 う」「子 どもの行動 問題 の原 因 がわか つて い る」「知
能検査や発 達検査 、社会性検査 な どのアセ スメ ン トのデー タを使 用 して
い る」に正 の関係性 が示 され 、「他者 か ら音声指示 が多 い と言 われ た こ と
が ある」 には負 の関係性 が示 され た。
「興味 、関心 の ない こ とには取 り組 まない こ とや 、授 業 中ず つ と他 の
こ とを して い るな ど学 習 に取 り組 まない な どの行 動 は あ ります か。」 と
「子 どもが喜ぶ方法 で褒 めてい る」「知能検査や発 達検 査 、社 会性 検査 な
どのアセ ス メ ン トのデー タを使 用 してい る」には負 の関係 性 が示 され た。
「わ ざと 目立つ行動 をす るこ とや規則 を守 らず 、 自分勝 手 な ど勝 手 な
行動 に関す る行動 があ ります か。」 と「他者 か ら音声指示 が多 い と言 われ
た ことがあ る」には正 の関係性 が示 され 、「授 業 を計画す る際 に教員 の動
線 を考慮 してい る」「子 どもの行動 問題 の原 因が わか つてい る」「声 が小
さす ぎる と言 われ た こ とが ある」 には負 の関係性 が示 され た。
「気 に入 らない と大声で泣 きわ め くこ とや 思 い ど うりにな らない とか
ん じゃ くな ど興奮 に関す る行動 が あ ります か。」と「授 業 を計画す る際 に
教員 の動線 を考慮 してい る」「子 どもが理解 してい るか常 に気 に しなが ら
授 業 を進 めてい る」「子 どもが喜ぶ方法で褒 めてい る」「気 にな つた こ と
は、保護者 と話 し合 う機 会 がある」「子 どもの 自発 的 な行動 を持 つ ことが
で きる」「子 どもが常 にスケ ジュール を参照 で きるよ うに視覚的支援 を行
つてい る」 「実態表 は子 どもの実態 が把握 しやす い よ うにな ってい る」
には負 の関係性 が示 され た。
「着席せ ず 、机 の下 に も ぐる こ とや授 業 中に教室 を飛 び 出す な ど立 ち
歩 きに関す る行動 が あ ります か。」と「子 どもが理解 してい るか常 に気 に
しなが ら授 業 を進 めてい る」 には正の関係性 が示 され た。
「イ ライ ラす る と机 を叩いた り、壁 を蹴 った りす る こ とや 思 い ど うり
行 かない と手足がで るな ど暴力 に関す る行動 が あ ります か。」と「子 ども
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が理解 してい るか常 に気 に しなが ら授 業 を進 めてい る」「知能検査や発達
検 査 、社 会性 検査 な どのアセ ス メ ン トのデー タを使 用 してい る」 に正 の
関係性 が示 された。
「個別 に言 わない と集 団指示 では動 けない こ とや 自分 の世界 に閉 じこ
も り、指示 が聞 けないな ど指示理解 に関す る行動 が あ ります か。」 と「声
が小 さす ぎる と言 われ た こ とが あ る」「他者 か ら音声指示 が多 い と言 われ
た こ とがあ る」は正 の関係性 が示 され 、「知能検査や発 達検 査 、社 会性検
査 な どのアセ ス メン トのデ ー タを使用 してい る」 には負 の関係 性 が示 さ
れ た。
「あ るこ とに気 を と られ る と切 り替 え られ ない こ とや行 動一つ ひ とつ
を確認 してか ら しか動 けない な どこだわ りに関す る行 動 が あ ります か。」
と「子 どもが喜ぶ方法 で褒 めてい る」は正 の関係性 が示 され 、「子 どもが
常 にスケ ジ ュール を参照 で きるよ うに視覚的支援 を行 つてい る」 には負
の関係性 が示 され た。
「身 の回 りの整 理整頓 が で きず持 ち物 散乱す る こ とや 忘れ 物 が 多 いな
ど、整理整 頓 が上手 くで きないな どに関す る行動 があ ります か。」 と 「子
どもが理解 してい るか常 に気 に しなが ら授 業 を進 めてい る」「知能検 査や
発達検査 、社 会性 検査 な どのアセ スメン トのデー タを使 用 してい る」「子
どもの 自発 的 な行動 を持つ ことがで きる」 の負 の関係性 が示 され た。
「気分 が の らない と返事 が で きない こ とや 、ヤル気 が な く、投 げや り
な態度 を とるな ど無気力 に関す る行動が あ ります か。」と「子 どもの好 き
な物 を知 ろ うと努 めてい る」「子 どもの苦手 な こ とを知 ろ うと努 めてい る」
には正 の関係性 が示 され た。
「左右 を見ず に道路 を飛 び 出すや 朝 にな る と不安 定 な気持 ちが あ るな
ど登校 に関す る行動 が あ ります か。」と「声が小 さす ぎる と言 われ た こと
がある」 には負 の関係性 が示 され た。
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(2)考察
①小学校 通常学級 の教員 の意識 の因子構 造
本研 究 で は、教員 の意識 の構 造 につ いて明 らか にす るた めに、因子分
析 を行 つた。教員 の意識 の因子構 造 では、「行 動理解 因子」、「子 ども理解
因子」、「学校環境 因子」の 3つの因子構 造 であ るこ とが示 され た (Table
5)。
教員 の意識 の構 造 か ら、寄与率 が最 も高 い 「行動理解 因子 」 にお いて
は、その意識 の特徴 と して、授 業や休 み時間 な どで意識 してい る項 目や
子 ども とのかかわ りや教員 自身 の認識 が挙 げ られ る。 これ は、授 業 中や
休 み時 間、 また は給食 の時間や子 ども とかかわ る際 に行 動 問題 の生起 に
つ いて意識 してい る視 点 のあ らわれ であ る と考 える。
そ して、「子 ども理解 因子」では、子 どもの好 きな物 、得意 な こ とや嫌
いな ものを知 ろ うと した上 で行動 問題 が起 きた時 に注意す る こ とは、教
員 はただ注意す るのではな く、子 どもの実態 を理解 した上 で注意 した り、
気持 ちを言葉 に置 き換 えた りしてい る と考 え られ る。
「学校環境 因子」 では子 どもを取 り巻 く環境 、つ ま り行 動 問題 は物 的
な環境 に とどま らず 、人 的環境 も行動 問題 の生起 につ いて意識 してい る
と教員 は考 えてい る と考 え られ る。
したが つて、行 動 問題 の生起 に対す る教員 の意識構 造 につ いて は、 こ
れ らの 3つの因子 で あつた。
②行動 問題 の生起 と教員 の意識 の関係性
さらに、教員 の意識 と行動 問題 の生起 の関係性 を明 らか にす るた め、
因子分析 か ら抽 出 され た教員 の意識 46項目を従属変数 、行動 問題 の生起
項 目を独 立変数 と して、重 回帰分析 を行 つた。 その結 果 か ら有意 な差 が
見 られ た 12項目につ いて考察す る。
抽 出 され た項 目にお いて は、行 動問題 へ の対応 の項 目よ り、 日々の教
員 の授 業 に関す る項 目や 教育的対応 に関す る項 目、子 どもの実態把握 に
関す る項 目が多か つた。
教育的対応 につ いて は、「子 ども好 きな物 を知 ろ うと努 めて い る」「子
どもが喜ぶ方法で褒 めてい る」「子 どもの行動 問題 の原 因はわか ってい る」
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「子 どもの苦手な こ とを知 ろ うと努 めてい る」「気 になつた こ とは、保護
者 と話 し合 う機 会 が あ る」「声が小 さす ぎる と言 われ た こ とが あ る」「他
者 か ら音声指示が多 い と言 われ た ことが あ る」「子 どもの 自発 的 な行 動 を
待つ ことがで きる」「子 どもが常 にスケ ジュール を参照 で きるよ うに視覚
的支援 を行 つてい る」 とい う項 目が抽 出 され た。 これ らの項 目と行 動 問
題 の生起 の項 目の うち、不適切 な会話 、学習 に取 り組 まな い、勝 手 な行
動 、興奮 、指示理解 、 こだわ り、整理整 頓 、無気力 に有意 な差 が認 め ら
れ た。
「子 どもが喜ぶ方 法 で褒 めてい る」 と学 習 に取 り組 まない、興 奮 には
負 の関係性 が示 され た こ とか ら、教員 は、学級 全体 と して は子 どもが喜
ぶ方法 で褒 めてい るが、特別 な支援 が必 要 な子 どもは、課題 を指 摘す る
形 で指導す るので は な く、褒 め る とい う形 で指 導す る こ とか ら自分 の課
題 に気 づ くこ とが な く、 自分 の方 法 で良い と考 える こ とで、学習 に取 り
組 まない よ うに教員 か らは見 える。 さ らに、学習 に取 り組 みづ らい子 ど
もの喜ぶ方 法 と教員 が認 識 してい る子 どもが喜ぶ方 法 とにずれ が生 じ、
学習 に取 り組 まない とい う行動 の生起 が増 える と考 える。 また、 同様 に
教員 と子 どもの喜ぶ方 法 にずれ が生 じ興奮す る状況 が起 きや す くな る可
能性 が ある と考 え る。 しか し、 こだわ りに関す る項 目には、 自分 の行為
につ いて、認 め られ てい る と子 どもが判 断す るので、 こだ わ りを追求す
る必要がないので、正 の関係性 が示 され た と考 える。
「子 どもの苦手 な こ とを知 ろ うと努 めてい る」「子 どもの好 きな物 を知
ろ うと努 めてい る」 の子 どもを理解 しよ うとす る項 目と無気 力 に関す る
項 目は正 の関係性 が示 され た こ とか ら、子 どもの こ とを理解 しよ うとす
る教員 の意識 は無気 力 な子 どもに対 して、や る気 が現れ る こ とが示唆 さ
れ る。
「気 にな つた こ とは、保護者 と話 し合 う機 会 が あ る」 につ いて は、子
どもの興奮 が生起 した こ とを保護者 に伝 える行 為 自体 が子 どもの興奮す
る要因 とも考 える こ とがで きる。 この行為 が維 持 され る と再 び子 どもの
興奮が生起す ることが考えられ ることら、悪循環 となる。教員が子 ども
の興奮について、生起 した事実だけを伝 えるのでな く、興奮が生起 した
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背景や他者 との関係 等 を伝 える こ とが考 え られ る。
「声が小 さす ぎる と言 われ た こ とが あ る」 に関 しては、声 が小 さいが
教員 に対 して 、子 どもは、教員 の指示 に従 わな くて 良い と考 える可能性
が あ る ことか ら、勝 手 な行動 をす る と考 え られ る。 一方 で 、学習 に対 し
て意欲 が あ る子 どもは、教員 の指示 を聞 き取 ろ うとす るこ とも考 え られ
る。 どち らの反応 で 出 るか は子 どもの個人 の特性や 実態 に よる可能性 が
あ るこ とが考 え られ る。
「他者 か ら音 声指示 が多 い と言 われ た こ とが あ る」 に関 しては、不適
切 な会話 し続 け る と、音声指示 も継続す る。したが つて、子 どもは一旦、
その指示 をや めてほ しい とい う思 いか ら行動 を抑 える。しか し、例 えば、
自分 の学習 の妨 げに な る こ とや 、他者 の迷惑 にな る とい う理解 には至 っ
ていない こ とが考 え られ るが、表 面的 に理解 してい る よ うに見 えるので、
指示理解 には正 の関係性 が見 え る。 しか し、特別 な支援 を必 要 でない子
どもは音声指示 が あ り、 自分 の行 動 を制御す る場合 、常 にそ の行動 を と
らない こ とが考 え られ るが、特別 な支援 を必要 な子 ども、特 に 自閉傾 向
が強 い子 どもは、常 にその行動 が維持 され るこ とが考 え られ る。
「子 どもの 自発 的 な行 動 を待 つ こ とがで きる」 につ いて は、 自分 で判
断 が難 しい子 どもが 、イ ライ ラ した りどの よ うに し良いのか わか らなか
つた りす る こ とが考 え られ る。 そ の行 動 は教員 か ら見 る と、興奮 してい
る状況 に見 え る。 また、整理整頓 に関す る項 目につ いては、負 の関係性
が示 され た。 教員 が支持 しなけれ ば難 しい子 どもの 自発 的 な行動 を待 つ
こ とに よつて、整 理整頓 を しない ことを認 めるこ とになるの。その結果 、
行 動が維持 され てい る状況 が続 くと考 え られ る。
学校 にお け る授 業 につ いては、「授 業 を計画す る際 に教員 の動線 を考慮
してい る」「子 どもが理解 してい るか常 に気 に しなが ら授 業 を進 めてい る」
と勝手な行 動 、興奮 、立 ち歩 き、暴力 、整理整頓 に関す る項 目に有意 な
差が示 され た。
「授業 を計画す る際 に教員 の動線 を考慮 してい る」 と勝 手 な行動 に関
す る項 目「子 どもが理解 してい るか常 に気 に しなが ら授 業 を進 めてい る」
と興奮 に関す る項 目は どち らの行動 も、子 どもの反発 的 な意識 に よる行
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動 で あ る と考 え られ る。 常 に気 に しなが ら授 業 を進 め る とい うこ とは教
員 に とつては 当然 な意識 で あ る。 しか し、学級全体 の子 ども見て い る時
に、特性 が あ る子 どもや気 にな る子 な どにつ いては、学習 に対 しての準
備・ 意欲・ 態 度 な どの面で教員 は気 にな る存在 に見 え る。 したが つて、
教員 の意識 の有無 にかかわ らず 、特別 な支援 を必要 な子 どもに対 しての
指示や指導 が増 え る と考 え られ る。 その結果 、指導 を受 けた側 の児 童 の
立場 に立つ と、 自分 ばか りがいわれ てい る とい う気 持 ちにな り、勝 手 な
行 動や 興奮 、無気力 な行動 の生起 が増 える と考 え られ る。 一方 で、立 ち
歩 き、暴力 の他者 に被 害 を与 え る行為 につ いては、教員 が気 に しなが ら
授 業 を進 め る こ とで未然 に防いでい るこ とが考 え られ る。
教員 の実態把握 につ いては、「障害 に関す る知識 は十分 にあ る と思 う」
「子 どもの行 動問題 の原 因がわか つてい る」「知能検 査や発 達検査 、社会
性検査 な どの アセ ス メン トのデー タを使 用 してい る」「実態表 は子 どもの
実態 が把握 しやす い よ うにな つて い る」 と不適切 な会話 、学習 に取 り組
まない、興奮 、暴力 、指示理解 、整理整頓 に関す る項 目に有意 な差 が見
られ た。
「障害 に関す る知識 は十分 にあ る と思 う」 と不適切 な会 話 に関す る項
目については、通 常学級 に 6.5%の教育的支援 が必要 な子 どもが在籍す る
中で、教員 は 日頃か ら多 くの課題 や疑 間 を もつてい る。 そ の こ とか ら学
校 内や学校外 で多 くの研修 に参力日し、子 どもの行 動 問題 に対 して専 門性
や知識 を蓄積 してい る と考 える。 その結果 、不適切 な会話 と特 定 の行動
ではあ るが教員 が 自分 自身 の知識 や 専門性 が あ る と行動 問題 の生起 は減
少す る と考 え られ る。 しか し、他 の行動 問題 の生起項 目とは関係性 が示
され なか つた こ とか ら今後検討す る必要 がある。 また アセ ス メン トを使
用 してい るに関す る項 目や 実態表 に関す る項 目の質 問 は子 どもの アセ ス
メン トデー タを活用 して、改善 につ なが る行動 問題 と、反 対 に行 動 問題
が増加す る項 目が示 され た。 これ は知能検査や発 達検 査 、社 会性検査 、
実態表 な どが うま く活用 されず 、特定 の行動のみ の記 述 の理解や とらえ
になってい る可能性 が考 え られ る。 この ことは、特別 支援 教員 の免許所
有率が低 こ とか ら (Fig4)、デー タの見方や活用 の知識 に も関係 してい る
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こ とが考 え られ る。
小学校通 常 学級 にお いて、行動 問題 が生起 してい る実態 が あ る。 この
実態 を踏 ま え、教員 の意識 は、事前 に子 どもの実態 を理解 した上 でかか
わ り、子 どもが好 きな もの、嫌 いな も、喜ぶ方 法 な ど子 どもを理解 しよ
うとす るこ と、視 覚 的 にわか りやす く した り、子 どもの理解 度 を気 に し
た りしなが ら授 業 を行 こ とや 、教員 が伝 えたい こ とをわか りや す く示す
工夫 な どが見 られ た。
小学校 通 常学級 の教員 の意識 と行動 問題 の関係性 につ いて ま とめ る と
以 下の点で あ る。
・ 子 ども理解 を積極 的 に行 お うとす る姿勢
。 学級 内や授 業 で子 どもに教員 が伝 えた い こ とをわ か りや す く示 す 工
夫 をす る。
。 実態表や アセ ス メン トデー タを活用 して実態把握 に努 め る
これ らの こ とは、発 達障害 を対象 と した竹村 ら (2004)にお いて、子 ど
もの問題 を激 しくす る要因の 1つと して、教員 の力量が挙 げ られ てい る。
何 を もつて力 量 とす るか は、 さ らに検討す る必要 が あ るもの の、本調査
で行動 問題 との関係 性 が認 め られ た項 目は、その 1つの指針 とな る と考
える。
また、独 立変数 で あ る、行動 問題 の生起項 目ご とに、教員 の意識項 目
を見 る と、Table7のよ うな結果 が見 られ た。その うち特 に p<0.01が示
され、なおかつ 、3項目以上 の有意差 が見 られ るものについて考察す る。
具体的 には、不適 切 な会話 、勝手 な行動 、興奮 の項 目につ いて考察す る。
まず 、不適切 な会話 に関す る項 目は、障害 に関す知識 が十 分 で あ る こ と
や行動 問題 の原 因 がわか ってい るこ と、 アセ ス メン トのデ ー タを使用 し
てい る項 目に正 の関係性 が示 され た こ とか ら、教員 の不適 切 な会話 に対
す る知識 また は技能 が あ る と、不適切 な会話 の生起 を抑制す る こ とに関
係 してい る こ とが考 え られ る。 逆 に、教員 が知識や技能 が備 わ つていな
い場合 には不適切 な会話 が生起す る可能性 が考 え られ る。 また、勝手 な
行動 に関す る項 目については、動線 を考慮す る項 目や行動 問題 の原 因が
わかつてい る、声 が小 さす ぎるに負 の関係性 が示 され た こ とについては、
31
教員 が正 しく指示 が で きず 、子 どもが理解 で きない状 況 に加 えて、行動
問題 の原 因 を理解 し動線 を考慮 してい る教員 の意識 に着 目す る と、学級
全体 の子 どもを見 た ときに、まず気 にな る子 どもへ意識 が い くた めに、
その子 どもを 中心 と した授 業づ く りを考 える。 そ の こ と自体 は教員 の立
場 か らす る と、重要 な視 点 であ るが、分析結果 に よる と、特別 な支援 を
必要 とす る子 どもは教員 の行為 を受 け入れ てい ない可能性 が あ る。 その
ために教員 の意識 とは逆 の関係性 が示 され てい る と考 え られ る。
さ らに興 奮 に関す る項 目につ いてで あ るが、授 業 中に子 どもを気 にす
るこ とや 、褒 め る こ と、子 どもの 自発 的 な行動 を待 つ こ とや 視覚的 にス
ケ ジュール を示す に有意差 が認 め られ た。 教員 は子 どもの こ とを理解 し
よ うと子 どもの こ とを気 に してかかわ りす ぎる こ とで、子 どもが興奮す
る状況 が生起す と考 え る。 特別 な支援 を必要 とす る子 どもに とって、か
かわ りす ぎる ことは余計 にその子 どもに とって、 よ くない行 動 を引 き起
こす 要因 にな る とい うこ とが示唆 され たわけで あ るが、教員 は子 どもの
行動 問題 が生起 した際 に どの よ うに対応 す るか、また は関 わ つてい くか
については今後検討す る必要があ る。
以上 3項目につ いては、前述 で述べ た よ うに、有意 差 が認 め られ るが
それ以外 の項 目、例 えば、かかわ りが うま く行 かない、落 ち着 か ない、
行 動 が遅れ るにつ いて、有意差 が認 め られ なか った。 す なわ ち、教員 の
意識 は子 ども一人 ひ と りの課題 よ りは、学級集 団の 中で、他者へ の影響
が強 い行動や 学習 が成 立 しない行動 な ど、学級 全体 にかかわ る行動 に対
して有意差 が認 め られ た結果 とな った。 これ は、小学校 通 常学級 の教員





第 1節 子 ど もの 行 動 問題 の 生 起 の 実 態 につ い て
行 動 問題 の生起 に関す る質 問紙 の結果 0考察 か ら以 下の点 につ いて明
らか となつた。
・ 小学校 通常学級 の教員 (担任)は行動 問題 の生起 に関す る質 問紙 の 14
項 目の うち、整 理整頓 に関す る項 目を最 も問題 と捉 えてい る こ とが明
らか とな つた。
・行動問題 の生起 に関す る質 問紙 の うち、14項目中 7項目 (不適切 な会
話 、興奮 、立 ち歩 き、暴力 、指示理解 、 こだわ り、登校)が低学年 か
ら高学年 にな るにつれ て頻度 が減 る こ とが明 らか とな った。
・行動 問題 の生起 に関す る質問紙 の うち、14項目中 6項目 (かかわ りが
うま くいか ない、勝手 な行動 、落 ち着 きがない、行動 が遅れ る、無気
力)が中学年 で最 も頻度 が増加 し、高学年 で減少す る。
第 2節 行 動 問題 の 生 起 と教 員 の意 識 の 関係 性 につ い て
行動 問題 の生起 と教員 の意識 の関係性 の結果・考察 か ら以 下の点 につ
いて明 らか となった。
・ 教員 の意識 の因子構 造 は、「行 動理解 因子」、「子 ども理解 因子」、「学
校環境 因子」の 3つの因子構造 であつた。
・ 教員 の意識 と行動 問題 には関係性 があ るこ とがわか った。
・ 教員 には子 ども理解 を積極 的に行 お うとす る姿勢 が あ つた。
・ 教員 が学級 内や 授 業 で子 どもに教 員 の伝 えた い こ とをわか りや す く
工夫す るこ とがわか った。
・ 教員 が実態 表や アセ ス メ ン トデ ー タを活用 して実態 把 握 に努 めて い
るこ とがわか った。
・ 教員 の意識 が行動 問題 の生起 に影響 を多 く与 えた項 目は 「不適切 な会
話」「勝手 な行動」「興奮」 の項 目であ る ことがわか った。
・ 教員 の意識 が行 動 問題 の生起 に影 響 を与 え る影 響 が少 なか った項 目
は 「かかわ りが うま くいか ない」「落 ち着 か ない 「行動 が遅れ る」 の
項 目であつた。
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第 3節 行 動 問題 の 実 態 と教 員 の意 識 の 関係 性 をふ ま え て
教員 は子 どもの こ とを理解 しよ うと した り、子 どもが 自発 的な行動 を待 つ
た り、保護者 と情報 交換 した りと教員 は様 々な方法で子 ども行動 問題 に対 し
てアプ ローチ を しよ うと してい る。この こ とは、教室内で行動 問題 が生起 し、
子 どもの こ とを理解 しよ うと努 めな けれ ばな らない状 況 が実際 に あ る とい
うこ とを裏付 けてい る。また、教員 の動線 を検討す る こ とや授 業 中に子 ども
が理解 してい るか を気 に しなが ら進 めな けれ ば、良い授 業 がで きに くい とい
う実態が示 され 、教員 の意識 は、学級 の実態 を裏付 け る もの と して読み取 る
こともで きた。 これ らの教員 の意識 は、教員 の “わか らせ たい"“よ りよ く
したい"とい う教員 の善意や責任感 か ら生ず るものであ り、常 に学級 の子 ど
もとかかわ る担任 と しての使命感 に他 な らない ことが推 察 され る。
しか し、これ らの教員 の意識 と子 どもの行動問題 の生起 には正 の関係性 と
負 の関係性 が あ る。竹村 (2009)による と、 子 どもに問題行 動 が起 きた際
に、教員 は個別 に対応 してお り、その対応 に よつて子 どもの状 況が悪化す る
ことも少 な くない こ とが指摘 され てい る。本調査 か ら考 え られ る要因 と して
も特別 な支援 を要す る子 どもへ の対応 が対処的であ り、本 質的 な理解 とな っ
ていない可能性 が示唆 され る。
小学校通 常学級 の場合 、学級担任制 を採用 してい るこ とか ら、30人もの
児童 に 1人の教員 が対応す るのが一般 的である。 学級担任 1人で大人数 を
相 手に し、さらに学級 内で行動 問題 が生起 してい る と学級担任 にかか る負担
は大 き く、行動 問題 に対 して対応 しきれ ないケー ス もある こ とが考 え られ る。
この よ うなケー スの解決策 と して、担任 の教員 が、直接 学級 にかかわ ってい
ない教員 な ど連携 を とることも 1つである。複数 の教員 が連携 し、学級担任
の負担が減 る こ とは もちろん、子 どもを複線的 、多面的 に理解す る こ とで学
級担任 が子 どもの行 動 問題 に関す る対応 や未 然 防止等 の新 たな示 唆 を得 ら
れ ることが考 え られ る。
しか し、竹村 (2009)による と、通常学級 の担任 は行 動 問題 が生起 した
際 に他者 との連携 を とる と対応 した教員 は少 ない。また他者 と連携 を行 つた
際には一時的 な改善がわず かにみ られ る程度 であった と指摘 してい る。小学
校通常学級 の場合 、学級担任制 の特性 上、子 どもの詳細 な情報 は担任 のみの
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把握で とどまることも多 く、他の教員 と情報共有できていない場合、連携 が
かえって悪影響 を及ぼす可能性 があることが考え られ る。したがつて、効果
的に連携 を行 うためには、管理職、専科の教員、養護教諭 、特別支援教育 コ
ーデ ィネー ターな ど連携す る教員 との情報共有 してお くことが必要である。
まとめると、今後行動問題のよ り良い対応 を 目指すにあた り、例 えば、教
員は今後 もよ り専門性 を高めてい くための研修 を行 うことは もちろん、学級
の子 どもに対す る複数体制、チーム体制の確 立が求め られ るではないか と考
える。
第 4節 今 後 の課 題
1.研究全体 の課題
本調査 は、回答す る教員 が担 当す る子 どもの担任 にな つてか ら 3か月
か ら 4か月 が経過 した時期 に実施 した。 当然 、本調査 で得 られ た行動 間
題 の生起 14項目の結果 は、3か月、4か月間のみの子 どもた ちの状況 で
はな く、それ 以前 か ら生起 してお り、継続 してい る可能性 が高 い。 その
た め、現在 の子 どもの状況 と現在 の担任 教員 の意識 とい う枠 の 中で、そ
の関係 につ いて分析 した こ ととな る。 また、行 動 問題 が起 こ りやす い環
境 を明 らか にす るた めには、行動 問題 が起 きていない環境 も含 めて分析
す ることが必 要だ と考 え、行動 問題 を示 さない子 どもだ けを担任 してい
る教員 も調 査 の対象 と した。 しか し、行動 問題 を示す 子 どもと示 さない
子 どもが在籍 してい る学級 は少 ないだろ う。
子 どもの行 動 と教員 の意識 の関連 につ いては統計分析 を用 いた ものの、
この場合行 動 問題 が生起 してい る学級 を担任 してい る教員 と一人 の教員
の回答 が行動 問題 を起 こ しやす い環境 と起 こ りに くい環境 の両方 に影響
を与 える可能性 が 高 い。 この こ とを解 決す るた めには、行動 問題 が生起
してい る学級 を担任 してい る教員 と行動 問題 が生起 していない学級 を担
任 している教師 の意識 を比較す る といつた方法 もあ る と考 え る。しか し、
行動問題 の あ る子 どもだ けが在籍 す る学級 はない こ とが想 定 され 、調 査
方法について、今後検討 してい く必要があ ると考 える。
また、質 問紙法 を採 用 したため、全体的 な傾 向はつかむ こ とがで きた
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が、今 後 よ り詳細 な実態や 関係性 を把握 す るには質 問項 目に対 して質的
な検証 が求 め られ る。 そ のた めには回答者 へ のイ ンタ ビューや 実際 に授
業場 面 を観 察す るな ど して、検討 してい くことが考 え られ る。
2.基本属性 か ら見た行 動 問題 の生起 と教員 の意識 の関係性 につ いて
本調 査 で は、行 動 問題 の生起 には、担 当学年 、所 有免許 等 の教員 の属
性や発 達障害 の有無 と うの在籍す る子 どもの属性 が影 響す るで あ ろ うと
い う仮 説 の も と、質 問紙 に 「基本 属性」 の内容 を設 け調査 を実施 した。
しか し、担 当学年 、所 有免許 、発 達障害 の有無 の特徴 や様 相 、関係性 を
つか も うとす る と、例 えば担 当学年 であれ ば、 1学年 か ら 6学年 まで学
年 ごとにお よそ 100名の回答者 が必要 になって くる。本調 査 では、分析
対象者 が 129名であ り、その 中か ら担 当学年 、所有免許 、発 達障害 の診
断 の有無 の質 問項 目ごとに分 け る と対象人数 が足 りなか った。 この こ と
か ら、今後 、対象 人数 を増や し 「基本属性 」 を も とに担 当学年 ご との比
較 、所 有免許 ごとの比較 、発 達障害の有無 ご との比較等 を行 うこ とが よ
り詳細 な行 動 問題 の生起 につ いての特徴や行動 問題 と教員 の意識 の 関係
性 をつかむ た めに必要で あ る と考 える。
3.保護者 との関係 につ いて
本調査 で は、行 動 問題 と教員 の意識 につ いて関係 性 を明 らか に した。
しか し、子 どもが見せ る行 動 問題 には様 々な要 因が考 え られ る。 教員 の
意識 に関す る項 目と行動 問題 の関係性 を調査 した結果 、「気 になった こと
は、保護者 と話 し合 う機 会 が あ る」 と興奮 に関す る項 目では負 の 関係性
が示 され た。 岡村 (2014)は行動 問題 を示す子 どもに対 して保護 者 へ の
支援 を中心 に行 つた研 究 が あ る。積極的行動支援 に よ り、保護者 と学校
との肯定的 な関係 を築 くこ とで、家庭 と学校 の両場 面 で適切 な行 動 を促
す ことがで きた こ とを報 告 してい る。 この こ とか ら、保護者 と行 動 問題
には関係性 が あ る と考 え られ る。 今後 、保護者 と行 動 問題 の具体 的 な関
係性 を明 らか にす ることは検討す る必要がある。
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4.質問紙 の課題
本調査 で使 用 した質 問紙 は教員 の意識 と行 動 問題 の生起 の関係 性 を明
らか にす るた めに、教員 の意識 に関す る質問紙 は小笠原 ら (2015)を参
考 に作成 し、行動 問題 の生起 に関す る質 問紙 は平澤 ら (2006)を参考 に
作成 した。 しか し、二つ の関係性 を明 らかにす るた めに、本調 査 で作成
した質 問紙 の質問項 目が 88項目であ り、基本属性 を合 わせ る と 100項目
を超 えるこ とにな った。 この結果 、本 来 な ら、有効 回答 と して分析 にか
ける対象 を、分析 対象者 と して分析 にか け るこ とに よ り信 頼性 が落 ちる
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年齢 :( 20代 30代 40代 50代 60代 )
教職経験:(   )年目  現在の担当学年 (   )学年
保有免許
小学校 ……………… ………………… ………… …………… …… (専修 。1種。2種・無)
特別支援学校
知的障害者に関する教育の領域 ……………………………… (専修 。1種。2種。無)
肢体不自由者に関する教育の領域 ……… … …………… …… (専修・1種。2種。無)
病弱者 (身体虚弱者を含む)に関する教育の領域 ……… (専修 。1種。2種・無)
聴覚障害者に関する教育の領域 …………………………… (専修 。1種。2種・無)




診断がおりている子どもはいますか。それぞれの診断ごとに 有 。無 。わからない の3つの中で該当
する項目に○をし、人数を記入してください。障害が重複している場合はその他の項目内に記入例を参
考にして重複している障害と人数を記入してください。
自閉症スペクトラム障害 (ASD)   (有。無 。わからない)
※自閉症、アスペルガー症候群、特定不能の広汎性発達障害などを含む
注意欠陥 。多動性障害 (ADHD)   (有・無 。わからない)         人
学習障害 (LD) (有。無 。わからない)          人
その他 (記入例)











































































1 2 3 4
身の回りの整理整頓ができず持ち物が散乱することや忘れ物が多いことなど、整理整頓が上手くで
きないことに関する行動がありますか。
1 2 3 4
気分がのらないと返事ができないことや、やる気がなく、投げやりな態度をとることなど無気力に関
する行動がありますか。
1 2 3 4
左右を見ずに道路を飛び出すや朝になると不安定な気持ちがあるなど登校に関する行動がありま
すか。
1 2 3 4











































例 給食は残さないようにしている 1 2 3 4 5
1 児童には、多少きびしい指導が必要であると思う 1 2 3 4 5
2 子どもが物を投げるなど、物を壊そうとしたら他の活動を提供している 1 2 3 4 5
3 行動問題は家庭の子育てが大きく影響していると思う 1 2 3 4 5
4 子どもの要求をきくとわがままに育つと思う 1 2 3 4 5
5 少しでも子どもや家庭の役に立ちたいと思う 1 2 3 4 5
6 他の子どもを叩いたり蹴つたりする行動は減らすことができないと思う 1 2 3 4 5
7 隣の教室や外からの音や声が聞こえやすい 1 2 3 4 5
8 教室が広すぎる,または狭すぎる 1 2 3 4 5
9 椅子や机が子どもの身体の大きさに合つている 1 2 3 4 5
10 教室に貼られた掲示物が多い 1 2 3 4 5
教室内の物の配置はいつも決まっている 1 2 3 4 5
12 スケジュールの呈示方法が学年間で統一されている 1 2 3 4 5
13 雨の日に教室で遊ぶ場所がある 1 2 3 4 5
14 授業を計画する際に教員の動線を考慮している 1 2 3 4 5
15 黒板をいつもきれいにしている 1 2 3 4 5
教材の難易度が子どもに合ってないと感じたら、すぐに改めている 1 2 3 4 5
課題の量が子どもに合つていないと感じたたら、すぐに改めている 1 2 3 4 5
18 子どもが大好きである 1 2 3 4 5
自分は教師という仕事に向いている 1 2 3 4 5









































21 子どもができないことができるようになつたときはとても嬉しい 1 2 3 4 5
22 子どもの好きな物を知ろうと努めている 1 2 3 4 5
23 子どもの得意なことを知ろうと努めている 1 2 3 4 5
24 学外の専門家から、指導について評価を受けている(現在または今後行う予定) 1 2 3 4 5
25 子どもが理解しているか常に気にしながら授業を進めている l 2 3 4 5
26 朝のうちに連絡帳に目を通している 1 2 3 4 5
27 子どもの体調の変化に敏感である 1 2 3 4 5
28 休み時間に子どもが教室で楽しめるものが用意されている 1 2 3 4 5
29 給食準備が整うまでに子どもが行うことのできる活動や係り分担がある 1 2 3 4 5
30 授業中に子どもの活動の機会が十分に用意されている 1 2 3 4 5
31 子どもが喜ぶ方法で褒めている 1 2 3 4 5
32 授業のねらいが明確になつている 1 2 3 4 5
33 こだわりは放っておく 1 2 3 4 5
34 子どもの目線で話しかけることが多い 1 2 3 4 5
35 行動問題に対して叱るときと叱らないときがある 1 2 3 4 5
36 授業を計画する際に子どもの動線を考慮している 1 2 3 4 5
37 行動問題は年齢が進むと自然になくなると思う 1 2 3 4 5
38 子どもの嫌いなものを知ろうと努めている 1 2 3 4 5
39 保護者とうまくいっている 1 2 3 4 5









































41 クラスに動き回る子どもがいる 1 2 3 4 5
42 子どもが座って授業を受けることはあたり前だと思う 1 2 3 4 5
43 障害に関する知識は十分にあると思う 1 2 3 4 5
44 行動問題にはコミュニケーション意図が含まれていることもあると思う 1 2 3 4 5
45 子どもの睡眠リズムをチェックしている 1 2 3 4 5
46 子どもの行動問題の原因がわかつている 1 2 3 4 5
47 他の子どもを叩いたり蹴ったりする行動の止めさせ方がわからない 1 2 3 4 5
48 子どもたちを褒める機会が多い 1 2 3 4 5
49 相談できる相手がいる 1 2 3 4 5
50 子どもの苦手なことを知ろうと努めている 1 2 3 4 5
51 気になったことは、保護者と話し合う機会がある 1 2 3 4 5
52 声が小さすぎると言われたことがある 1 2 3 4 5
53 知能検査や発達検査、社会性検査などのアセスメントのデータを使用している 1 2 3 4 5
54 子どもが「嫌」といつてもやらせるべきだと考えている 1 2 3 4 5
55 絵カードや写真など、視覚的に情報を呈示している 1 2 3 4 5
56 子どもたちを叱る機会が多い 1 2 3 4 5
57 他者から音声指示が多いと言われたことがある 1 2 3 4 5
58 子どもの目線で話しかけることが多い 1 2 3 4 5
59 行動問題に対して叱るときと叱らないときがある 1 2 3 4 5









































61 授業や学校生活など、児童の特定の行動に関する記録をとつている 1 2 3 4 5
62 授業の構成は見通しをもちやすいようにつくっている 1 2 3 4 5
63 子どもの理解に応じて、モデル(見本)を示している 1 2 3 4 5
64 子どもの理解に応じて、ヒントを与えている 1 2 3 4 5
65 子どもの自発的な行動を持つことができる 1 2 3 4 5
66 活動の順番を子どもが理解しやすいように示している 1 2 3 4 5
67 活動を行う際、子どもの順番が示されている 1 2 3 4 5
68 子どもにとって休み時間が長いと思う 1 2 3 4 5
69 子どもが常にスケジュールを参照できるように視覚的支援を行つている 1 2 3 4 5
70 授業中、子ども活動を行う機会や時間を多くとつている 1 2 3 4 5
授業中に行う課題に子どもの興味・関心をとりいれている 1 2 3 4 5
72 話が長いと言われたことがある 1 2 3 4 5
73 声が大きすぎると言われたことがある 1 2 3 4 5
74 他の子どもに叩いたり蹴つたりをした子どもの気持ちをことばに置きかえて本人に伝えている Ex「嫌だったんだね」 1 2 3 4 5
75 実態表は子どもの実態が把握しやすいようになつている 1 2 3 4 5
76 自分のふるまいが子どもの行動問題に影響を与えていると思う 1 2 3 4 5

























































1 行動問題は発達の過程で出現するものであり、仕方ないことであると思う 1 2 3 4 5 6
2 子どもが行動問題を起こすたびに、自分の力が不足していると申し訳なく思うことがある 1 2 3 4 5 6
3 他の子どもを叩いたり蹴つたりした子どもは必ず注意している 1 2 3 4 5 6
4 行動問題が起きた時に、他の子どもを避難させる場所がある 1 2 3 4 5 6
5 子どもが奇声をあげたら他の活動を提供している 1 2 3 4 5 6
6 他の子どもに叩いたり蹴ったりをした子どもは必ず止めている 1 2 3 4 5 6
7 行動問題の代わりとなるような適切な行動を教えている l 2 3 4 5 6
8 他の子どもに叩いたり蹴つたりをした子どもに他の活動を提供している 1 2 3 4 5 6
9 他の子どもに叩いたり蹴つたりをした子どもは「ごめんなさい」と言うべきだと考える 1 2 3 4 5 6
10 子どもが物を投げるなど、壊そうとする行為は必ず注意している 1 2 3 4 5 6


























































































































































































































































本論文 は、筆者 が平成 27年度 か ら平成 29年の間 に兵庫教育大学大学
院 で行 つた研 究の成 果 をま とめた ものです。 本論文 を作成 にあた り、懇
篤 な るご指 導 とご高閲 を承 つた兵庫教育大学特別支援 教 育 専攻 障害科 学
コース石倉健 二教授 に心 よ り御 礼 申 しあげます。
質問紙 にお きま しては、快 くご協力 くだ さいま した校 長先 生方 、教頭
先 生方 に心 か ら感 謝 いた します。 そ して、多忙 な時期 に もかかわ らず 、
調査 に ご協力 いただ きま した先生方 に深 く感謝 申 しあげ ます。
また、特別支援 教 育専攻 の諸先 生方 には、それ ぞれ の専門的 な立場 か
ら貴重 な ご指 導 、 ご助 言 をいただ きま した。 この場 を借 りて御礼 申 しあ
げます。
兵庫教育大学大学院 の 2年間は楽 しく和や かで貴重 な時間 を過 ごす こ
とがで きま した。 また、石倉ゼ ミの皆様 方 か らは終始支 え続 けて頂 いた
ほか、先輩 か らは研 究 に取 り組 む 姿勢 、同期 か らは励 ま しや助 け合 い、
後輩 か らは研 究の期待感 を味 わ うこ とがで きま した。 この よ うな貴重 な
経験 をす る こ とが で きた ことを心か ら感 謝 中 しあげます。
最後 に、 この 2年間の単身生活 の あいだ、経 済面だ けでな く、私 自身
の健康や学業 にまで気遣 い、温 か い励 ま しをいつ も送 り続 けて くれ た両
親や祖 父母 、兄家族 に感 謝す る とともに、本論 文が 「小学校 通常学級 の
行動問題」への適切 な支援 につ なが る教員の意識 が実現す るこ とを願 い、
末尾の言葉 と します。
平 成 29年2月 10日
片 山拳
